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第１回伊勢原市農業委員会総会議事録

１ 開催日時 平成３０年４月３日（火） 午後１時０５分～

２ 開催場所 伊勢原市役所３階全員協議会室

３ 委員在任定数 １０名

１ 大木 克美 ６ 廣木 孝幸

２ 越地 進 ７ 木村 勇

３ 杉本 和彦 ８ 萩原 隆雄

４ 横山 正博 ９ 鈴木 雅之

５ 岸田 文雄 １０ 黒田 義夫

４ 出席委員数 ９名

５ 欠席委員数 １名

６ 署名委員 鈴木 雅之

岸田 文雄

７ 議 長 黒田 義夫

８ 第１回総会招集者

伊勢原市長 髙山 松太郎

９ 事務局職員出席者

小瀬村 正宣（事務局長）

青木 優

今井 亮輔

長嶋 全

服部 孝喜

10 傍聴者なし

審 議 内 容 (開会 午後１時０５分)

［事務局長］ それでは、定刻より少し早いのですが、第１回農業委員会総会の方に移らせていただ

きたいと思います。

本日は、お忙しい中お集まりいただきまして、ありがとうございます。改選後、最初

の総会でありますので、「農業委員会等に関する法律」第２７条第１項の規定により、

市長が招集いたしました。私は、４月１日付けで農業委員会事務局長となりました小瀬

村です。しばらくの間、総会の進行を務めさせていただきますので、よろしくお願いい

たします。

開会に先立ちまして、本会議の公開が規定されておりますので、伊勢原市審議会等の

公開に関する要項第５条の規定に基づき、本日の会議の傍聴について御報告をさせてい

ただきます。本日の会議につきまして、傍聴を希望される方は居りませんでした。

［事務局長］ それでは、お手元の会議次第に従い進めさせていただきます。ここで、第１回伊勢原
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市農業委員会総会の開催にあたり、本総会の招集権者であります、髙山市長からあいさ

つを申し上げます。それでは、市長、よろしくお願いいたします。

[市 長] 本日は大変お忙しい中、農業委員会総会に御出席をいただきましたこと、深くお礼を

申し上げます。

また、今、進行を務めました小瀬村事務局長を始め、経済環境部長、農業振興課長等

が、４月１日付けの人事異動で代わりました。今後とも、よろしくお願い申し上げます。

本日は、改選後初めての総会ということで、皆様におかれましては、４月１日付けを

もって、農業委員に御就任をいただき、ただ今、辞令を交付させていただいたところで

ございます。

また、新たな農業委員会におきましては、農地利用最適化推進委員を設置することと

されており、本総会の中で１２名の方を委嘱すると聞いております。任期は、それぞれ

３年間でございます。本市の農業の発展のために御尽力を賜わりますよう、よろしく

お願い申し上げます。

さて、御案内のとおり、農業委員会等に関する法律が一部改正され、新たな農業委員

会制度が始まりました。農業委員会の基本的な目的は、「地域農業の維持・発展を図

る」こととされ、農地の確保と有効利用、農地利用の担い手への集積・集約化、耕作放

棄地の発生防止や解消、新規参入の促進や担い手の育成確保対策などに重点的に取り組

んでいただくこととなりました。農業を取り巻く環境は、私が申し上げるまでもなく、

大変、厳しいものがございます。農業後継者の平均年齢も６０代後半ということでござ

います。

また、本市にとりましては、今、大きな変革期を迎えております。ご存じのように新

東名高速道路、２４６バイパス等の建設が日々進んできているところでもございます。

その二つの高規格道路に私どもが提供いたします市域の面積は、約１２０ヘクタールで

ございます。１２０ヘクタールと申しますと、鈴川工業団地二つ分に相当いたします。

それだけ、農地が減ってきている状況でもございます。

さらに今、大きな課題は、少子高齢化で、２０２５年問題とよく言われております。

超高齢社会を迎える中で、今年度もスタートしたわけでありますが、社会保障費関連が、

毎年数億円単位で伸びてきているのが現状でございます。

そうした中で、約３０年間、伊勢原駅北口の開発が止まっておりましたが、少しずつ

ではありますが、動きが出て参りました。

また、一方では、安定財源の確保のために、今、成瀬地区東部におきまして、工業団

地を建設しており、この秋から建物の建設が始まる予定となっております。

県下の市街化率を見てみますと、一番低いのが南足柄市で、その次が、伊勢原市であり

ます。安定財源が確保できないというのは、そこが一つの原因ではないかと私は思って

おります。

そうした中で、先ほど申しました成瀬地区東部の工業団地、さらには今後計画をいた

します高部屋地区のインター周辺の工業団地等を含めましても市街化率は、１パーセン

ト増に届きません。

今、本市の市街化率は２１パーセント台であり、県下の平均は４７パーセント程度で

ございます。近隣他市と、また県下の市町村と肩を並べていくのが非常に厳しいものが

あると思っております。

ぜひ、そういった変革期、また、これからの伊勢原のまちづくりのことを考えます時

には、財源確保はしていかなければならない、しかしながら、伊勢原の魅力は、この自

然であり、やはり一つは農業であります。農業の発展なくして、私は伊勢原の発展はな

いと、常々申し上げているところであります。是非、そうした自然を守る部分でも皆様

方の御協力をいただき、一方で財源確保に向けた市街化率等の事情も考慮いたしまして、

これから農業委員会には、いろいろな面で御尽力を賜りたいと考えているところであり

ます。

最後になりますが、本日ご出席の皆様方の今後のますますの御活躍と御健勝を祈念申
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し上げまして、御挨拶に代えさせていただきます。どうぞ、よろしく、お願い申し上げ

ます。

［事務局長］ ありがとうございました。皆様には大変恐縮でございますが、髙山市長、辻経済環境

部長、松浦農地利用担当部長、熊澤農業振興課長におかれましては、この後の公務の関

係もございますので、ここで退席させていただきます。ありがとうございました。

（ 市長、経済環境部長、農地利用担当部長、農業振興課長退席 ）

［事務局長］ それでは、本総会に当たりまして、伊勢原市農業委員会の定数は、「伊勢原市農業委

員会の委員及び農地利用最適化推進委員の定数を定める条例」により、農業委員会等に

関する法律第８条に基づく農業委員は１０人。また、同法第１７条に基づき農業委員会

が委嘱する農地利用最適化推進委員は１２人で、計２２人となっています。本総会での

在任農業委員数は１０人となります。欠席委員は木村委員です。出席委員９人で、定足

数に達しておりますことを報告いたします。

［事務局長］ また、本総会は、改選後の最初の総会ですので、会長が選出されるまでの間、「伊勢

原市農業委員会規程」第３条第２項の規定により、年長委員が臨時に議長の職務を行う

ことが定められております。従いまして出席委員中、黒田義夫委員が年長の委員であり

ますので、ご紹介いたします。黒田委員、臨時議長席の方へお越し願います。

［臨時議長］ ただ今、ご紹介いただきました「黒田義夫」でございます。伊勢原市農業委員会規程

第３条第２項の規定により、年長のゆえをもちまして会長が選出されるまで、臨時議長

を務めさせていただきます。どうぞよろしくお願いいたします。

本日は、任期最初の農業委員会総会でもあり、初対面の方もおられますので、委員、

事務局の順に簡単な自己紹介をお願いします。それでは、現在の席の１番の方から順次、

自己紹介をお願いします。

（ 農業委員の自己紹介 ）

［臨時議長］ ありがとうございました。委員の自己紹介が終わりましたので、続いて、事務局職員

の自己紹介を順次お願いします。

（ 事務局職員・自己紹介 ）

［臨時議長］ ありがとうございました。先ほど、事務局長の報告にあったとおり、ただ今の出席委

員は、９名であり定足数に達しておりますので、第１回の農業委員会総会を開会いたし

ます。これより直ちに、議事に移ります。事務局より、本日の議事日程の説明をお願い

します。

［事務局長］ それでは、本日の議事日程を説明させていただきます。

○日程 第１ 議事録署名委員の指定について

○日程 第２ 伊勢原市農業委員会会長の選任について

○日程 第３ 伊勢原市農業委員会会長職務代理者の選任について

○日程 第４ 議席の決定について

○日程 第５ 地区代表委員等の選出について

○日程 第６ 議案第１号 伊勢原市都市計画審議会委員の推薦について

○日程 第７ 議案第２号 農地利用最適化推進委員の委嘱について（委嘱式）

以上です。
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［臨時議長］ それでは、ただ今の日程に従いまして、本日の議事を進めてまいりたいと思います。

この際、議事の進行上、仮議席を指定したいと思います。仮議席は、ただ今ご着席の議

席といたします。

［臨時議長］ 日程第１「議事録署名委員の指名について」を、お諮りします。議事録署名委員に

つきましては仮議席の１番 鈴木委員と２番 岸田委員にお願いいたしたいと思います。

ご異議ございませんか。

【 「異議なし」の声あり 】

［臨時議長］ ありがとうございます。異議なしと認め、両委員に議事録署名委員をお願いいたしま

す。

［臨時議長］ 日程第２「伊勢原市農業委員会会長の選任について」を、お諮りします。農業委員会

等に関する法律第５条第１項において「農業委員会に会長を置く。」とし、第２項では、

｢会長は、委員が互選した者をもつて充てる。」と定めております。選任の方法は、「伊

勢原市農業委員会規程」第２条第１項により、「選挙の方法」と「指名推薦」の二通り

の方法がございます。そこで、提案いたします。指名推薦の方法でいかがでございます

か。

【 「異議なし」の声あり 】

［臨時議長］ ご意義が無いようですので、選任の方法は、指名推薦で行います。指名推薦の場合、

選考委員を決め、会長を指名することといたしたいと思いますが、選考委員の選出方法

はどのようにいたしましょうか。

【 「議長一任」の声あり 】

［臨時議長］ 議長一任との声がありましたが、臨時議長一任でご異議ございませんか。

【 「異議なし」の声あり 】

［臨時議長］ 異議なしと認め、指名の方法として、各地区より委員１名、計５名の選考委員を選

出し、選考委員会において委員長を決め、協議の上、委員長より会長推薦者を報告し

ていただきたいと思います。事務局より選考委員名の報告をお願いします。

［事務局長］ 報告させていただきます。

伊勢原地区 越地委員、大山・高部屋地区 杉本委員、比々多地区 横山委員、

成瀬地区 萩原委員、大田地区 鈴木委員、以上です。

［臨時議長］ お名前をお呼びしました選考委員は、隣の第３委員会室でご協議をお願いします。協

議が整うまで暫時休憩とします。

〔 休 憩 〕

［臨時議長］ 再開いたします。協議による結果を選考委員長よりご報告願います。

［選考委員長］ 選考委員長となりました萩原です。選考委員会の結果について、報告させていただき

ます。農業委員会は、行政機関であると同時に、農家の利益代表機関であることから、

多岐にわたる農業問題に対応することとなります。また、平成３１・３２年度は中地方
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農業委員会連合会の会長市となることからも、関係機関との連携調整を円滑に進めるこ

とのできる経験豊富な人材を慎重に協議いたしました。その結果、黒田委員を会長とし

て、指名いたします。よろしくお願いいたします。

［臨時議長］ 萩原選考委員長の推薦報告が終わりました。何か、ご異議ございませんか。

【 「異議なし」の声あり 】

［臨時議長］ 異議なしと認め、選考委員長の報告のとおり、会長を決定いたします。それでは、日

程第２の伊勢原市農業委員会会長の選任についての議事を終了させていただきます。ご

協力ありがとうございました。

［議 長］ 改めまして、ただ今、皆さんの御信任をいただきまして新たな農業委員会の会長とい

うことで、３年間務めさせていただきたいと思います。

農業従事者の高齢化、あるいは担い手の減少、それに伴う荒廃農地ということで、全

国的な問題が生じた中で、伊勢原市におきましても、そういう状況が続いております。

そうした状況を打破するために、新たな農業委員会制度が発足いたしました。これか

ら、どう言った運営をして行ったら良いのか、私自身、はっきりした方針は、まだ出て

いません。この法律改正は２年前に実施されたという中で、神奈川県下でも既に大多数

の市町が新制度に移行していると、そうした中で参考としながら、皆さん方と一緒に新

たな農業委員会の確立を図っていきたい、このように考えておりますので、よろしくお

願いいたします。

［議 長］ それでは、次に移ります。日程第３「伊勢原市農業委員会会長の職務代理者の選任に

ついて」を、お諮りします。農業委員会等に関する法律第５条第５項において「会長が

欠けたとき又は事故があるときは、委員が互選した者がその職を代理する。」と定めて

おります。会長の職務代理者の選任の方法は、伊勢原市農業委員会規程第３条第１項の

規定により、「選挙」と「指名推薦」の二通りの方法がございます。そこで、提案いた

します。指名推薦の方法でいかがですか。

【 「異議なし」の声あり 】

［議 長］ 異議なしと認め、会長の職務代理者の選任の方法は、指名推薦で行います。指名推薦

の場合、選考委員を決め、職務代理者を指名したいと思いますが、選考委員の選出方法

は、どのようにいたしましょうか。

【 「議長一任」の声あり 】

［議 長］ 議長一任の声がありましたが議長一任で、ご異議ございませんか。

【 「異議なし」の声あり 】

［議 長］ 異議なしと認め、会長選出の際の選考委員会において協議がされ、委員長より職務代

理者を指名していただきたいと思います。選考委員は、隣の第３委員会室でご協議願い、

他の委員は、協議が整うまで暫時休憩とします。

〔 休 憩 〕

［議 長］ 協議が整ったようなので、再会いたします。協議による結果を選考委員長より報告願

います。
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［選考委員長］ それでは、選考委員会の結果について、報告させていただきます。行政機関である農

業委員会において、関係機関との連携調整を会長の職務代理者として、円滑に進めるこ

とのできる経験豊富な人材を慎重に協議いたしました。その結果、経験も非常に豊かで

３期を迎えられます鈴木委員を会長職務代理者として、指名いたします。よろしくお願

いいたします。

［議 長］ 鈴木委員を職務代理者に、とのご指名でございますが、これにご異議ございませんか。

【 「異議なし」の声あり 】

［議 長］ 異議なしと認め、選考委員長からの御報告通り、鈴木委員を職務代理者に決定します。

職務代理者に決定いたしました鈴木委員が居られますので、本席より決定の告知をいた

します。ここで、職務代理者に選任されました鈴木委員からご挨拶をいただきたいと思

います。

［職務代理］ ただ今、会長職務代理者に選出されました鈴木でございます。職務代理として会長の

補佐、伊勢原市農業委員会、また伊勢原市の農業発展のため全員でご協力をお願いし、

発展させていきたいと思います。よろしくお願いします。

［議 長］ ありがとうございました。次に移ります。

［議 長］ 日程第４「議席の決定について」を、お諮りします。議席は、伊勢原市農業委員会会

議規則第６条により、あらかじめ［くじ］で定めるとされていますが、９番につきまし

ては、会長の職務代理者、１０番につきましては、会長席と指定させていただきたいの

ですが、よろしいでしょうか。

【 「異議なし」の声あり 】

［議 長］ 異議なしと認め、議席について［くじ］で決めたいと思います。「くじ」は、事務局

職員が仮議席の一番から順次廻りますので、くじを引き、お名前と番号をご発声くださ

い。

（ 事務局担当者 巡回 ）

［議 長］ ただ今、引いていただきました議席番号と氏名を事務局より報告させます。後日、印

刷をしたものを配布いたしますので、本日はメモをしておいていただきたいと思います。

［議 長］ それでは，議席を決定いたしましたので，私の方から議席１番から８番までをご報告

いたします。なお，議席番号９番は会長職務代理者，議席番号１０番は会長ということ

で先に御了承いただきましたので，この分の読み上げにつきましては，省略いたします。

それでは読み上げます。

議席番号１番 大木 委員、 議席番号２番 越地 委員、議席番号３番 杉本 委員、

議席番号４番 横山 委員、 議席番号５番 岸田 委員、議席番号６番 廣木 委員、

議席番号７番 木村 委員、 議席番号８番 萩原 委員。

以上で、議席の決定の報告を終わります。

［議 長］ ただ今、議席が決定いたしましたので、それぞれの議席にお着きください。議席への

移動のため、暫時休憩をいたします。

〔 休 憩 〕
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［議 長］ それでは再開いたします。日程第５「地区代表委員等の選出について」を、お諮りし

ます。地区代表委員につきましては、先ほどの役員選考委員と同じ方にお願いしたいと

思いますが、いかがでしょうか。

【 「異議なし」の声あり 】

［議 長］ 異議なしとのことで、改めて事務局より報告をお願いします。

［事務局長］ それでは，地区代表委員について，私の方からご報告いたします。

伊勢原地区 越地 委員、大山・高部屋地区 杉本 委員、比々多地区 横山 委員、

成瀬地区 萩原 委員、大田地区 鈴木 委員。

以上で、地区代表委員の報告を終わります。

［議 長］ よろしくお願いいたします。なお、農業委員会だより編集委員につきましは、推進委

員も含めて構成するため、後ほど全員協議会の中で協議したいと思います。

［議 長］ 次に移ります。日程第６ 議案第１号「伊勢原市都市計画審議会委員の推薦につい

て」を、お諮りします。事務局より説明をお願いします。

［事務局長］ それでは、伊勢原市都市計画審議会委員の推薦についてご説明いたします。伊勢原市

都市計画審議会は、都市計画法の規定に基づき、市長の諮問に応じ、市が定める都市計

画について、本市が提出する意見・その他市長が都市計画上必要と認める事項について

審議するため、審査会が設置されております。委員は、市長が任命する委員で、学識経

験者、市議会議員、県職員等となっており、農業委員会からは先例によりますと、会長

が任命されております。任期は２年間で、平成２８年８月４日から平成３０年８月３日

までとなっており、今回は、委員が欠けた場合の補充となりますので、前任者の残任期

間となります。以上で説明を終わります。

［議 長］ 事務局から説明をいたしましたが、農業委員会の代表としての審議会委員であり、こ

れまでは会長が推薦されておりましたが、先例に従って，会長を推薦することにご異議

ございませんか。

【 「異議なし」の声あり 】

［議 長］ ご異議がないようですので、会長を推薦することに決定いたします。

［議 長］ 日程第７ 議案第２号「農地利用最適化推進委員の委嘱について」を、お諮りします。

２月の総会で委員候補者が承認されている案件ですが、新しい農業委員会となりました

ので、再度、お諮りをいたします。事務局より説明をお願いします。

［事務局長］ 議案第２号 農地利用最適化推進委員の委嘱につきまして、御説明いたします。

農業委員会等に関する法律の一部を改正する法律が平成２８年４月１日に施行された

たことに伴い、農業委員会は農地利用最適化推進委員を委嘱することとなりました。

このため、農業委員会等に関する法律等の規定に基づき、昨年１１月１５日から１２

月１４日の間において、農業者等に委員候補者の推薦を求めるとともに募集を行った決

果、定数１２人のところに１３人の推薦及び応募があったため、伊勢原市農地利用最適

化推進委員候補者評価委員会に諮問いたしました。この評価委員会の答申を踏まえ、２

月に開催した第２６回農業委員会総会において、前期農業委員により承認を得て決定し

た１２人を提案するものでございます。以上でございます。
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［議 長］ 事務局の説明が終わりました。議案のとおり、この１２人を農地利用最適化推進委員

として委嘱することにご異議ありませんか。

【 「異議なし」の声あり 】

［議 長］ それでは、ご異議がないようですので、議案のとおり農地利用最適化推進委員として

委嘱することに決定いたします。続きまして、農地利用最適化推進委員の委嘱状交付式

を行いますので、事務局は準備をお願いします。

－ 委嘱状交付式 －

< 農地利用最適化推進委員 入室 >

［事務局長］ それでは、ただ今から農地利用最適化推進委員の委嘱状を交付させていただきます。

委嘱状については、黒田会長から交付します。推進委員の方のお名前をお呼びいたし

ますので、その場でご起立をお願いします。

（ 会長から推進委員へ委嘱状を順次交付 ）

［事務局長］ 伊勢原地区 多田 光正 様。

［会 長］ 多田 光正 様。伊勢原市農業委員会の農地利用最適化推進委員に委嘱します。

平成３０年４月３日、伊勢原市農業委員会会長 黒田義夫。どうぞよろしくお願いい

たします。

［事務局長］ 伊勢原地区 古屋 幸男 様。

［会 長］ 古屋 幸男 様。よろしくお願いいたします。

［事務局長］ 大山・高部屋地区 大津 正明 様。

［会 長］ 大津 正明 様。よろしくお願いいたします。

［事務局長］ 大山・高部屋地区 小澤 光孝 様。

［会 長］ 小澤 光孝 様。よろしくお願いいたします。

［事務局長］ 大山・高部屋地区 梶 政博 様

［会 長］ 梶 政博 様。よろしくお願いいたします。

［事務局長］ 比々多地区 持田 博司 様。

［会 長］ 持田 博司 様。よろしくお願いたいします。

［事務局長］ 比々多地区 市川 正美 様。

［会 長］ 市川 正美 様。よろしくお願いいたします。

［事務局長］ 比々多地区 小泉 鉄男 様。
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［会 長］ 小泉 鉄男 様。よろしくお願いいたします。

［事務局長］ 成瀬地区 三野 孝文 様。

［会 長］ 三野 孝文 様。よろしくお願いいたします。

［事務局長］ 成瀬地区 増井 英雄 様。

［会 長］ 増井 英雄 様。よろしくお願いいたします。

［事務局長］ 大田地区 石田 太一郎 様。

［会 長］ 石田 太一郎 様。よろしくお願いいたします。

［事務局長］ 大田地区 山梨 洋幸 様。

［会 長］ 山梨 洋幸 様。よろしくお願いいたします。

［事務局長］ 皆様どうもありがとうございました。それでは、黒田会長からごあいさつをお願いし

ます。

［会 長］ 先ほど、農業委員会の会長に就任いたしました黒田でございます。今、皆様方に農地

利用最適化推進委員の委嘱状をお渡しさせていただきました。

法律の改正に因りまして、この４月から新たな農業委員会が発足をするわけでござい

ます。

農業委員は、先ほど市長の方から辞令をいただきまして、総員１０名でございます。

それに推進委員の皆さんは１２名、この体制が新たな体制となります。これから３年間、

この体制で伊勢原市の農業を支えていくということになりますので、よろしくお願いを

いたします。

既に皆さんもご承知のように全国的に農業経営者の高齢化、或いは後継者の減少、そ

れに伴う農地の荒廃、こういった現象が続いております。伊勢原市もこれと同様な現象

が起きてきているというような形の中で、従来から農業委員会では地域の農地と担い手

を主に活かす運動の貸し借りの一つとして、農地のパトロールや荒廃農地の調査をいた

しまして、耕作放棄地の発生と解消に努めて参りました。

しかしこれは一朝には改善されてこないという形の中で、国におきましてちょうど２

年前の４月ですか、２０１６年の４月から施行されたのですが、新たな改正農業委員会

法が交付施行されまして、その第一の改正点と申しますとその必須業務として農地利用

の適正化というものが、農業委員会の第一の必須業務として位置づけがされました。従

来の農業委員会ですと権利関係が主でした。今度は、本来業務の第一番目に、この農地

の適正化が位置づけられたで、それはどういうことかと、担い手への農地の集積とか、

遊休農地の発生の防止・それの解消、農業への新規参入の促進、これを本来的な農業委

員会の業務に位置づけたという、そういう内容になっています。これが大きく変わった

ことでございます。

まあ、その他にですね、農業委員の選出方法が変わりまして、従来公選制であったも

のが市長の任命制に変わったと、しかも原則として、その農業委員には認定農業者が半

数以上という決まりもできまして、要するに担い手を重視する、そういう体制が図られ

た、ということでございます。

三つ目は、皆様方に今辞令を交付いたしました農地利用最適化推進委員を設置をし、

必須業務となりました農地利用の最適化の現場活動の推進主体として体制が整備された、

という大きくはこの三つの改正がされました、ということでございます。従って、推進
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委員の皆さんには、それぞれの地区単位で農業委員さんと連携をとっていただきながら

農地利用の最適化を目指して現場活動を行っていただくのが大きな仕事となってこよう

かと思います。

では、具体的には何をやるのかということになりますと、まだ切り替わったばかりと

いうことでございますので、確信を持ってこういうことだよ、言えませんので、幸い２

年前の４月からこの法律が施行されておりますので神奈川県内でも、ほとんどの市町が

新しい農業委員会に移行されておりますので、既に移行されておりますので、そういっ

た所を勉強しまして、皆さんと一緒に検討しながら進めていきたい、このように考えて

おりますので、一つお願いをいたしまして、御挨拶に代えさせていただきたいと思いま

す。よろしくお願いします。

［事務局長］ それでは、初めての顔合わせとなりますので、農地利用最適化推進委員の皆様、順番

に自己紹介をお願いいたします。なお、時間の関係もございますので、お一人３０秒程

度でよろしくお願いします。

それでは、多田推進委員より順次、自己紹介をお願いします。

（ 推進委員の自己紹介 ）

［事務局長］ ありがとうございました。推進委員の自己紹介が終わりましたので、引き続きまして、

推進委員の皆様に農業委員をご紹介させていただきます。

（ 農業委員の紹介 ）

［事務局長］ 黒田会長です。鈴木会長職務代理者です。ここからは議席の順にご紹介させていただ

きます。大木委員です。越地委員です。杉本委員です。横山委員です。岸田委員です。

廣木委員です。木村委員ですが本日は欠席されております。萩原委員です。

どうぞよろしくお願いします。続きまして、事務局職員の紹介をさせていただきます。

（ 事務局職員の紹介 ）

［事務局長］ どうぞよろしくお願いします。以上をもちまして、農地利用最適化推進委員への委嘱

状交付式を終了いたします。

［議 長］ お疲れ様でした。以上をもちまして、本日の日程は全て終了いたしましたので、議長

の任を解かせていただきます。長時間にわたり、ありがとうございました。

［事務局長］ お疲れさまでした。以上をもちまして、第１回伊勢原市農業委員会総会を閉会としま

す。なお、１０分程度の休憩後に、全員協議会を開催します。よろしくお願いします。

【午後２時１０分 終了 】


